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全国自転車ネットワーク(仮称)設立へ 
自転車DO!カフェ・京都で「宣言」 

 

｢自転車DO!カフェ｣(京都１万人の自転車散歩バイシクルパーティー)が11月6日、京都市

内の新風館で開かれました。雨模様にもかかわらず、多くの参加者が集まり、全国自転車

ネットワーク(仮称)の設立をめざす｢京都宣言2005｣を採択しました。 

｢1万人散歩｣｢自転車の道にとってココが問題｣｢欧州の自転車レーン｣のビデオが次々と

放映され、日本の自転車走行空間の貧弱さが指摘されました。壇上では｢この状況はマナ

ー・モラル以前の問題｣という声が出て、行政関係者

からも｢そうした自転車利用者の声を集めてぶつけ

て欲しい｣という要請があるなど、官民の対話も見ら

れ熱気に包まれていました。 
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＜自転車市民・京都宣言2005＞ 
 

私たちは自転車を、もっと多くの人が、もっと幅広い目的に使う社会を望んでいま

す。そのためには、自転車ユーザーの行動をきちんとすることが大切です。行政や企

業などには、そのユーザーの行動に応えることを期待しています。 

具体的には自転車ユーザーは、歩行者に優しく、自動車に毅然と接し、ルールを守

り、マナーを高め、モラルを先導する役割を担うことです。そして、行政および関係

者は、自転車を交通手段として位置づけ、その走る場所、とめる場所を整える義務を

実行することです。 

私たちは、こうした理想を実現するために、つながり、語り合い、共有する場とし

て、全国自転車ネットワーク(仮称)をつくることをめざします。最後に、自転車ユー

ザーは、自転車を使うことができない人がいることを認識し、全ての人に、やさしく、

礼儀正しい｢自転車市民｣として行動することを誓います。 

 

2005年11月6日 

   

  １万人の京都自転車散歩／ 

自転車DO!ミーティングin京都・参加者一同 
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    広瀬さんのマナー向上標語 優秀賞に   

               シール化など活用を検討 
 

 エコサイクルマイレージのメンバーである広瀬祥啓さんが、高知市の「自転車のマナー

アップに関する標語｣募集に応募し、10点のうち2点が優秀賞に選ばれたそうです。 

 ｢自転車DO!｣のサイトにも、自転車利用者のマナー向上をめざして行動すべきである、と

いう意見が多数寄せられています。その中には、ルールやマナーを知らない自転車利用者

もいるから、明確に理解できる形で示すことはできないか、という提案もあります。 

 そこで、広瀬さんの作品の活用を皮切りに、標語、メッセージ、ルールなどをシール化

するなどして、全国の自転車利用者に配ったらどうか(どこかと提携してもよい)、事務局

で可能性を検討してみたいと思います。 

 広瀬さんの作品は以下の通りです。 
 

① 自転車マナー 模範示そう 大人から  

② 自転車も しっかりかぶろう ヘルメット  

③ 自転車も 飲んだら乗らない お父さん (優秀賞) 

④ 爽やかに 人も自転車も いいマナー  

⑤ 決められた 場所に停めます 駐輪場  

⑥ 自転車で 交わす挨拶 気をつけて  

⑦ 危ないよ 無灯火 傘さし 携帯電話  

⑧ 自転車も マナーモードで 走ろうよ  

⑨ 暗い道 心のライトも 点けようよ  

⑩ 雨の日は 傘を差さずに 雨合羽  (優秀賞)  

 みなさんも標語なり、マナー向上のアイデアなり、思いつくままに、サイトに書き込ん

でください。一緒に行動しましょう。 
  

                      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イラスト あらき） 
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安心快適の自転車生活を！ 自転車     forum Ｄ ！ O

「自転車運転免許証」、高校生や高齢者にも広がる 
 

 東京・荒川区で始まった小・中学生を対象とする｢自転車運転免許証｣の発行が各地で

実施されるようになった。これは交通事故全体に占める自転車関連事故の比率が東京都

内で最も多かった同区が、自転車に関するルール、マナーを身につけてもらおうと取り

組んだ試みである。 

 同区内ではすでに2000人以上に発行されているが、自転車による事故も減少。これに

刺激されて、全国各地で同様の｢免許証｣が発行されるようになったが、最近では小・中

学生だけでなく、高校生(青森)や高齢者(埼玉県)対象の｢免許証｣も登場している。 

 一方、大阪府池田市では、今年５月から来年３月まで｢自転車マナーアップ｣運動を展

開している。同時に６月には従来の放置自転車対策を主眼とした条例を改正、安全利用

を加味した新条例を制定した。同市では毎月19日(奇数ナンバー)と20日(偶数ナンバー)

を｢クルマに乗らない日｣として定め、この２日間、無料で自転車を貸し出している。 

 




